
住宅（集合住宅）における囲み空間の構成
Composition of enclosure space in house (housing complex)
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平面計画図

囲み空間の応用

１階配置図

＜敷地の状況＞

  今回の計画地として、中国浙江省杭州市の

東南側の下沙という場所を選らんだ（図5）。

ここに集合住宅の具体的な設計を行う。
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囲み空間の詳細

＜囲み空間の構成＞

  風水に関する資料から、古来住宅空間を設計する時、最も重要

なのは穏やかな環境を構築することだと言える。太極によって、

敷地全体を一つの空間として考え、分節された空間を検討する時、

その空間の核の定位から形態と機能を考える。空間を細胞のよう

に分裂と成長させるものと想定し、具体的に敷地に運用する。

　

それぞれのヴォリュームの周辺に、さらにサブとなる建物を配置

しつつ、主体の建物と合わせて「囲み空間」を形成する。同じ方法

で、さらにスケールの小さな領域で多くの「囲み空間」を作り出す

ことで、建築と庭が一体となり、共鳴しあう豊かな空間が現れて

くる。ひとつの核を持つ「囲み空間」の群を構築しつつ、敷地全体

に建物とオープンスペースを配する。

  このように建築ヴォリュームの風水的構築と調整を試みながら、

杭州における伝統的な住居の３つの空間の構成要素を応用し、現代

集合住宅の設計を進めた。「囲み空間」を構成しながら、緑あふ

れる環境空間を獲得し、自然と共生する環境創生集合住宅を提案

する。

＜囲み空間の詳細＞

  杭州市の住宅特性を反映した景観形成基準を策定した。その中

インフラの導入、住環境の質の維持、発展に向けたデザイン手法

を運用した。
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＜囲み空間の詳細＞

　 庭と庭が繋がることや中庭を取り入れることで、１住戸としての住空間も緑に囲まれる。また建物の配置や高さの違いからも、様々なスケールや性格の庭が

生み出されている。公共地区の庭は人々の交流のコミュニティインフラの役割があり、住戸エリアの中の大小の庭も住環境の質を高める。

  今回提案する集合住宅は敷地の北にいくにしたがって、建物の階層を徐々に高めているが、その中に多くの「囲み空間」を設けている。それらの「囲み空間」

は、住空間の内部と外部の関係を融和する。どこの住居でも、光や風や緑など自然の要素を取り入れやすく、豊かな住まいの空間を実現した。

＜結論＞

 「囲み空間」の構成は集合住宅を設計するにあたり、手法としての重要な役割を担うと思われる。

この手法の研究を進めそのレベルを高めることで、従来の大規模集合住宅を超えた、住空間の提案

が望めると考える。
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